
舟岡古墳

附万塚古培じ剣山古墳等出土遺物の調査
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および 255-2番地に所在する閑岡古墳の試掘調査報告を収録した。また，合わせて香川

学校に保管されている万塚古墳。剣山古墳等の出土遺物についても調査した。

2 試掘調査および整理作業については，香川町教育委員会が実施し，高松市教育委員会が協力した。

3 事業費は，香川町が全額を負担した。

4 調査から報告書作成に至るまで，下記の関係機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意

を表したい。（敬称略，五十音順）

香川県教育委員会，香川県文化財保護協会，香川町立浅野小学校

井上勝之，上原敏紳，中原耕男，信里芳紀，御厨義道，向井郁夫，山下平重

5 舟岡古墳の調査は，下記のとおり実施した。

［試掘調査】 平成 17 年 9 月 1 日 ~2 日

香川町教育委員会社会教育課係長 中原裕二

高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員 川畑聰

【整理作業］ 平成 17 年 9 月 5 日 ~1 0月 31日

発掘調査と同じ

6 本報告書の執筆・編集は，第 1章を中原，第 2~5章を川畑が担当した。

7 本報告書掲載遣物の写真撮影は，高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員大嶋和則が

担当した。ただし，図版 7-10-15, 浅野八王子古墳出士遺物は，町教委の遣物管理アルバムのもの

を使用した。

8 本文の挿図として，国土地理院発行 5万分の 1地形図「高松南部」および香川町都市計画図

2千 5百分の 1 「香川町都市計画図 No. 3」を一部改変して使用した。

9 本報告書の高度値は，海抜高を表す。第 2。11図の方位は真北を表し，他の図面の方位は磁北

を表す。

10 巻末の「万塚古墳発掘調査報告」「香川町浅野八王子古墳調査報告」は，香川県文化財保護協会

発行の『文化財協会報』から転載した。ただし，図面については再トレースするとともに，写貞に

ついては掲載していない。また，明らかな誤字や誤植については修正した。
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1節 調査しこ三る緑緯

平成 17年 8月に，舟岡古墳の地権者より，個

人住宅改築工事に伴う埋蔵文化財包蔵地の照会が

香川町教育委員会にあった。工事の内容は，車両

用進入路を新設するため，古墳から南に伸びてい

る低い盛士を除去するというものであった。当町

教育委員会では，工事予定地が周知の埋蔵文化財

包蔵地であることから，地権者に文化財保護法第

93条に基づく発掘届出を香川県教委に提出して

いただくとともに，香川県教委および地権者と協

議を行った結果，平成 17年9月に包蔵地の性格

を把握するために試掘調査を実施することになっ

た。なお，香川町教育委員会には文化財専門員が

不在のため，高松市教育委員会から文化財専門員

派遣の協力を受けた。

第 2節調査の経過

試掘調査は，平成 17年 9月 1日"-'2日にかけ

て実施した。調査は，工事予定地である墳丘から

南側の盛士にかけて，南北約 9mのトレンチを設

定し，重機による機械掘削を実施した。その結果，

~ 
貶'.)..

I畠

｀ 
b'O{)t? 

b 

第 1図香川町位置図

南側盛士は江戸時代以降のものであることが明らかになるとともに，墳丘の一部が工事予定地に含ま

れることが判明した。 トレンチ壁面の土層図を作成するとともに，写真撮影を行い， トレンチの一部

を埋め戻した。また，墳丘東斜面には石室の一部と考えられる川原石の石積みが露出していたため，

東斜面を人力により精査し，石積みの検出作業を実施した。その結果，東西方向の横穴式石室である

ことが判明し，当古墳が古墳時代後期のものであることが明らかになった。検出した範囲で石室の実

測図を作成するとともに，写真撮影を行い，石室石積みを土のう袋によって養生することにより崩落

回避の措置をとった。さらに，墳丘および南側盛土を対象にした平板測量を実施した。

第 3節調査後の経過

試掘調査の結果，工事予定範囲に墳丘の一部が含まれることから，香川県教委の指導により，工事

中の立会を平成 17年 9月3日に行った。工事中に，墳丘の一部が想定通り露出したものの，それ以

外の遺構・遣物とも確認されなかった。

-3-
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香Jr町は，香｝日県の哀噂宇央に位置すると司時に，地形的に見れは高松旱野の雨婿部にあたる。

のため，香川町の北部は平野沖積地帯，南部は阿讃山脈から連なる丘陵地帯となっている。この高松

平野は，香川町の西端を南北に流れる香東川によって形成された扇状地で，東西 20km。南北 16km

の規模をもつ。一方，阿讃山脈を縫うように流れてきた香東川は，丘陵地帯が切れる部分から北流し，

瀬戸内海へと注ぎ込んでいる。

舟岡古墳は，阿讃山脈縁辺に形成された独立丘陵である舟岡山東側の平地に立地し，香東川の東側

に位置する。標高は 55m前後である。

第 2節歴史的環境

香川町では現在のところ， I日石器・縄文時代の遺跡や遺物は発見されていない。

弥生時代でも，明確な遣跡はまだ発見されていないが，舟岡山や新池で石庖丁や石鏃が採集されて

いる。さらに，香川町の西側に位置する香南町では，弥生時代後期の集落跡である岡清水遺跡が所在

することから， これから香川町でも弥生時代の遺跡が発見される可能性は高い。

古墳時代になると，明確に遺跡が認められるようになる。前期では，双方中円墳または前方後円墳

と考えられている舟岡山古墳が独立丘陵上に築かれ， ここから特殊器台片が出土している。また，浅

野小学校では，舟岡周辺から出士したと伝えられる剖抜式石棺が保管されており，前期～中期のもの

である。

古墳時代でも後期後半になると，横穴式石室をもった古墳が多く築かれるようになる。香川町内の

中央から北東部にかけての独立丘陵上に，万塚古墳・八王子古墳・東赤坂古墳（町指定史跡）・横岡

山古墳（町指定史跡）などが築かれている。一方，丘陵上とは違い，舟岡山東側の平地では，今回報

告する舟岡古墳が所在している。

古代の香川町は旧香川郡に属し，町内の北半部は大野郷に，南半部は井原郷に比定されている。香

川郡には秦氏が多く居住していたことが，平城京から出上した木簡などから窺い知ることができる。

しかし，今のところ古代の遺跡は発見されていない。

中世になると，香川町内でも武士階級の城館が築かれる。香東川流域の平野部には，大野北城・大

野南城・龍満城・乾城。箭造城が所在している。さらに，高松空港南側の山間部には鳥屋城がある。

香川町以外では，香東川西岸の平野部に由佐城・行業城などがあり，南部の山間部には山城である音

川城・東谷城などがある。

近世になると，讃岐国（香川県）は生駒親正によって統治される。生駒家が4代で転封となった後は，

香川町を含む讃岐国東部は，松平頼重が初代となった高松藩に属し，明治維新を迎えることとなる。

《参考文献》

香川町教育委員会 『龍満城跡』 2000年

香川町教育委員会 『龍満山古墳群~l号墳～』 2003年

香川町誌編集委員会 『香川町誌』 1993年

香川県教育委員会・（財）香川県埋蔵文化財調査センター

『国道 193号線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 岡清水遣跡』 2001年
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16 矢野面古墳 31 龍満城跡 46 烏屋城跡

17 万塚古墳 32 吉光城跡 47 音川城跡

18 八主子古墳 33 佐賀神社古墳 48 東谷城跡

19 東赤坂古墳 34 池内城跡 49 好広城跡

20 百相坂遣跡 35 横井城蹄 50 神内城跡

21 舟岡山古墳 36 由佐城跡 51 円養寺遺跡

22 舟岡古墳 37 乾城跡 52 向井山城跡

23 大野北城跡 38 箭造城跡 53 鎌野城跡

24 大野南城跡 39 行業城跡 54 本村古墳群

25 中田井城跡 40 岡館跡 55 大亀古墳群

26 若宮神社古墳 41 高野神社古墳 56 尾越古墳

27 剣山古墳 42 茶園窯跡 57 上佐山城跡

28 横岡山古墳 43 大坪窯跡 58 中山田遺跡

29 清谷古墳群 44 城所山 1・2号墳 59 中山田古墳群

30 油山古墳群 45 岡清水遺跡 60 上佐山東麓古墳

第 2図 周辺遺跡分布図（縮尺 1/50,000) 
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3 

を

北に流れる香東川から東へ約

1.8 km離れた平地にあり，標高

は約 55mを測る。舟岡古墳の

北西には，標高 86mの独立丘

陵である舟岡山があり，西に

は溜池である舟岡池が水を湛

えている。古墳と池の間にあ

る浅野出水からは豊富な水が

消出しており，下流域の水田

を潤している。かつては， こ

の地域ものどかな田園地帯で

あったが，市街化の波が押し

寄せている。

調査前の古墳墳丘は，南北約

11 m, 東西約 6,__., 7m, 高さ

約 2.5mの不整な長方形で，東

北西の三方に土留め用の石垣

が造られている。さらに墳丘

南側には，南北約 8m, 東西

約 3mの盛土が取り付いてい

た。墳丘西側に隣接して，県

道高松香川線（塩江街道，旧

国道 193号線）が南北に走っ

ており，拡幡工事等によって

墳丘の一部が削られたようで，

石垣は西側が高さ約 lmと

もっとも高い。反対側の墳丘

東側は，家屋に隣接しており，

こちらも墳丘が大きく削られ

たために急傾斜となっている。

この急傾斜である東側斜面に

は，石室の一部と考えられる

川原石の石積みが露出してい

た。墳丘上面は，若干の低木

と雑草によって覆われていた。

＿日一
↓
し石

M.N 

（痘
g}
只
撼
）
鑑
一
＿
函
吝
社
罠
撰
盛

□ニ
0 2m 

I, 馴己1.!1開囀1胤1,1111J

第 3図墳丘測量図（縮尺 1/100)
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端から南へ約 1.3mの範囲において，墳丘の一部と考えられる版築された盛土を確認した。第 2~6

層がこれに該当し，第 7層以下が表土層・地山に相当する。一方，南側盛土を形成していた第 1層は，

江戸時代以降の瓦。陶磁器を含むことから，古墳とは関係がない後世のものであることが判明した。

トレンチ調査と並行して，古墳の内容を把握するため，墳丘東斜面を人力により精査し，石積みの

検出作業を実施した。作業は，石積みが墳丘奥まで続いているかを確認するため，石の小口面を揃え

ている南側を掘削するとともに，その対となる石積みを確認するための精査であった。その結果，露

出していた石積みが横穴式石室の北側壁であり，それと対をなす南側壁と考えられる石積みも確認す

ることができた。これにより，舟岡古壊は，東西方向の幅約 1.5mを測る小型の横穴式石室をもつこ

とが判明した。

s
 

西壁

0 lm 

I,,, ● 1¥111,111h1111111!111廿11111l11111111●,1

土層名
1 褐灰 (5YR5/1)~黒褐色 (5YR2/1)細砂（盛土，瓦・陶磁器を含む）

2 淡黄色 (2.5Y8/3)シルト質極細砂（堅い，墳丘・版築）

3 褐灰色 (10YR6/1) シルト質極細砂（堅い，墳丘・版築）

4 淡黄色 (2.5Y8/3)シルト質極細砂（堅い，第 6層をプロック状に含む，墳丘・版築）

5 にぶい黄橙色 (10YR7/4)シルト質極細砂（堅い，墳丘・版築）

6 褐灰色 (10YR6/1) シルト質極細砂（堅い，墳丘・版築）

7 灰黄褐色 (10YR4/2) シルト質極細砂（古墳築造時の表土層）

8 淡黄色 (5Y8/3)シルト質極細砂（地山）

9 黒褐色 (10YR3/1)砂礫 (5~15cmの礫を多く含む）

w 

3
 

N 

L=55.0m 

L=55.0m 

北壁

第 4図 トレンチ断面図（縮尺 1/60) 
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め，規模。形とも不年であるが，塩丘東側が六きく削半さnているここから，石室が露出している

付近を中心と仮定した場合，復元される規模は約 10mとなる。他の古墳と比較して小規模であるが，

現時点では 10m以上の規模をもつ墳丘としか言及できない。なお，墳丘の高さは，県道およびトレ

ンチ内の地山からいずれも現況で約 2.65mを測る。

さて， トレンチ壁面で確認した墳丘断面観察では，版築により堅く締まった墳丘であることが分か

る。第4図第 2~6層が相当し，地山である淡黄色シルト質極細砂と，地山に何かを混入したと想定

される褐灰色シルト質極細砂の互層によって，墳丘が構成されている。

第4節埋葬主体部（第 5図）

墳丘東側斜面を精査したところ，地山から約 60cm上を床面として，川原石の石積みが約 1.5mの

間をおいて相対することから， この石積みを側壁とした横穴式石室と判断した。石室の主軸は， N

-100°-W前後を測ることから概ね東西方向を向いているが，開口方向は不明である。石室東側のみ

ならず上部も失われており，石室の残存状況は良くない。なお，現状保存を前提としているため，精

査に伴う掘削は小範囲に限られたものである。

石積みは，やや細長い川原石を使用しており，石材の小口側を石室内面に向けて揃えている。北側

壁は， 5~6段で高さ約 90cmの石積みが残り，奥行きは 3~4列で約 lm分を検出したが更に奥へ

続いている。南側壁は， 1列分しか検出していないが，基底石近

くの石 1個と，内側に傾き倒れ掛かっている石列を確認した。石

材の種類は，砂岩がほとんどだが，花岡岩や安山岩も少数認めら

れる。これら石材は，香東川付近から調達されたものと推定され

る。

墓墟等は，掘削範囲が限られていたため，今回の調査では確認

できなかった。床面には，敷石等は認められず，墳丘と同じ堅く

締まったシルト質極細砂である。

w E
 

56.0m 

石室北側壁立面図

s
 ロニ

0 lm 

1111111111¥11111●直11111111i1111111111l,111,11,11I

第 5図 墳丘東斜面における石室検出状況図（縮尺 1/30) 

z
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に二這物がないため，詳細な年仕特定は因尋であるが，糧穴式石呈の特徴から類推してみたい。 iI I 

原石を主体にして石室を構築する特徴は，龍満山 1号墳の石室と共通している。どちらも香東川の東

側に立地し，両墳は約 2kmの比較的至近距離にあることから，何らかの関係があったものと類推され

る。ただし，龍満山 1号墳の石室は比較的大きい花岡岩も使用しているが，舟岡古墳は現状では小振

りの川原石のみであること，石室幅も龍満山 1号墳が舟岡古墳より大きいことといった相違点が指摘

できる。これが，時期差を反映しているのか，龍満山 1号墳が独立丘陵斜面に立地するという石材確

保の差異を反映しているのか即断できない。いずれにせよ，両者は時期的に近いものと考えられる。

龍満山 1号墳からは，大阪府陶邑編年（田辺 1981)のTK209~ TK217古段階の須恵器が出士し（香川町教委

2003), 7世紀前半の築造時期が想定されており，舟岡古墳も同じ頃に築造されたと考えられる。いわ

ゆる古墳時代後期後半にあたる。

第 2節 舟岡古墳と香川町内の後期古墳

舟岡古墳は，前述のとおり石室が川原石積みであることを最大の特徴とし，龍満山 1号墳と共通し

ている。この石材の選択が，香東川に起因することについても述べたとおりである。一方，香川町内

と縁辺に所在する他の横穴式石室墳（東赤坂古墳，横岡山古墳，八王子古墳，万塚古墳）を概観すると，

丘陵上にあり，石室構築にあたっては花岡岩を主体的に用い，部分的に川原石を使用している。両者

を比較することにより，石材の相違について考察を加えてみたい。まず，古墳間の距離を見た場合，

舟岡古墳と龍満山 1号墳は約 2kmに対し，舟岡古墳と八王子・万塚古墳は約 1km, 龍満山 1号墳と横

岡山古墳はわずか 350mであり，距離に

よるとは考えられない。次に出士遺物が

分かっている龍満山 1号墳と万塚古墳を

比べた場合，万塚古墳がやや古いが，大

きな時期差は認められない。石室規模を

比較した場合，舟岡古墳を除いて，東赤

坂古墳龍満山 1号墳八王子古墳，万

塚古墳となるが，石室規模が起因してい

るとは考えられない。以上のことから，

石室石材の相違は，築造の時期差が可

能性としてあるものの，大きくは香東川

から近い距離にあることに起因するもの

（横岡山古墳は龍満山 1号墳から近いが

香東川に面しない）と考えられる。また，

古墳を築造した集団の居住域も香東川に

近いことから， 日々の生活や精神に香東

川が関与していた可能性も考えられる。
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第 6図 舟岡古墳周辺平面図（上原敏紳 2001から）
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ーリンク瓢査にこって 古墳が芦亡し亡可肩旦性が指廣さ立ている（疇 2001)0 調査結景に

れは周溝をもつ直径 17~ 18 mの円墳が存在し，舟岡古墳と合わせて 2基以上で構成される古墳

群が存在したと想定されている。今回の調査で，舟岡古墳の時期が後期後半となったことから，後期

古墳群が存在した可能性は高くなったと考えられる。

第4節 （伝）舟岡出土の舟形石棺について

現在，浅野小学校に保管されている舟形石棺は，もともと舟岡古墳周辺に水樋として利用されてい

たもので，そのため石棺の小口や造り付けの枕が削り取られている。この石棺の本来の出土地につい

ては，かねてから舟岡山の上にある舟岡山古墳（前方後円墳 or双方中円墳）または平野部にある舟

岡古墳といわれていた。しかしながら，今回の調査によって舟岡古墳が後期の横穴式石室をもつこと

から，舟岡古墳から石棺が出士した可能性はなくなった。一方，船岡山古墳についても，特殊器台が

出土している可能性があること，墳丘が低いことを考えると，古墳時代前期前半の古墳となり，前期

末～中期初頭の年代観をもつ石棺とは年代が一致しない。現段階では，浅野小学校保管の石棺は，舟

岡山古墳と舟岡古墳の両方ともに出上した可能性は非常に低いと考えられる。

さらに， この石棺については，上原敏紳氏によって若干の考察と追跡調査が最近行われている（上

原 2001)。氏によれば，舟岡山が江戸時代末期から明治時代初頭に石切場として利用されていたことが，

石棺が舟岡山古墳から出土したという誤認を生むとともに，舟岡古墳周辺で実施したレーダ探査結果

から舟岡古墳出土の可能性も否定している。今回の調査によって，その考えが補強されたことになる。

それでは，舟形石棺はどこから出士したのであろうか。ここ

で，上原氏が舟岡古墳墳丘から表採した円筒埴輪片を報告した

い。摩滅が著しい細片だが，円筒埴輪のタガをもつ破片である。

細片であるため，調整は不明で，正確な直径は復元できないが，

比較的直径の大きい個体と考えられる。埴輪の詳細な時期は不

明であるが，もちろん舟岡古墳の横穴式石室とは年代が合わな

い。この円筒埴輪を石棺と安易に結びつけることはできないが，

関係を否定する材料も現在のところ見つからない。ここでは，

舟岡古墳周辺に円筒埴輪をもつ時期の古墳がかつて存在し，そ

こから石棺が出士した可能性もあることを指摘するにとどめた

し>o

d~ い——
0 10cm 

第 7図 舟岡古墳表採円筒

埴輪実測図（縮尺 1/4)

《参考文献》
上原敏紳 2001 「香川県香川町船岡古墳および周辺遣跡」『墳丘のない墓の探査研究』天理大学遺跡探査チーム
香川町教育委員会 2003『龍満山古墳群~l号墳～』

田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店
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で詳細な報告がなされたことがなかったため，今回報告するものである。

遺物の整理にあたっては，町教委が作成している『埋蔵文化財出土遺物台帳』に悲づいた。台帳

によると，浅野小学校保管遺物は， 「万塚古墳」「剣山古墳」「八王子古墳。剣山古墳，万塚古墳J「東

赤坂古墳付近」の 4つに分けられている。このうち「八王子古墳・剣山古墳・万塚古墳」グループは

出土地不明のものをまとめたものと推察できることから， 「出土地不明」と読み替えた。遺物番号は，

台帳に記載されている番号をそのまま踏襲している。また，今回の整理は，資料展示室のガラスケー

ス内にある遣物を対象としており，ガラスケース下のコンテナにある細片は除外している。なお，台

帳と一緒にある遺物写真アルバムによれば，（浅野）八王子古墳から出上した須恵器4点および剣山古

墳No.15の須恵器が行方不明となっている。

第 1節万塚古墳出土遣物（第8°9図）

万塚古墳は，正確には高松市仏生山町に所在した古墳である。古墳の詳細は，巻末に再掲した中原

耕男氏が著した『万塚古墳発掘調査報告』にゆだねるが，片袖式の横穴式石室から多くの須恵器とと

もに耳環や鉄製品が出士している。

第 8・9図に掲載した遺物は，すべて須恵器である。杯蓋 (1~ 5)は，外面の稜も失われ，形骸

化が進んだもので， 口縁端部は丸く仕上げられている。口径は 12.2~ 13.5 cmを測り，器高の 1/3~ 

1/4が回転ヘラケズリで調整されている。杯 (6~ 11)も， 口縁部のかえりが短くなり，形骸化が進

んだもので， 口縁端部の段が失われている。口径は 10.0~ 12.6 cmを測り，器高の 1/3~ 1/4が回転

ヘラケズリで調整されている。無蓋高杯 (12・13)は，長脚 2段透かしのタイプで，杯部外面の段差

がわずかに残っている。 13の外面には丁寧なカキ目が施されているが，脚部の透かし上段は貫通し

ていない。台付椀 (14)は，グラス状の杯部に短い脚部がつくタイプである。無蓋高杯 (15~ 18)は，

短脚がつくタイプで，脚端部が反り返って地面に接しないものがある。このうち 16~ 18は，杯部を

s字状に屈曲させており，裔松平野では通常見られない形態的特徴をもつ。高杯蓋 (19~ 22)は，頂

部に扁平な摘みをもつものであるが， この蓋と組み合う高杯は見られない。口径は 12.4~ 14.8 cmを

測り，器高の 1/3~ 1/2が回転ヘラケズリで調整されている。長頸壺 (23~ 25)は，肩が張った球形

の体部に，やや長い頸部が付くタイプで，体部下半を回転ヘラケズリで調整している。 23は小型の

ものである。 24は，一般的な長頸壺より頸部が太く，カキ目が外面に施されており，短頸壺と中間

的様相を示す。台付長頸壺 (26)は，短い脚部が付くタイプで，体部下半は回転ヘラケズリが施され，

頸部と体部中位に沈線がめぐらされている。平瓶 (27・28)は，やや扁平な球形に短い口頸部が片寄っ

て付くタイプだが，一般的な平瓶と比べて口頸部に比して体部が大きい。底部にのみ回転ヘラケズリ

が施されている。提瓶 (29~ 32)は，扁平な球形の側面に短い口頸部と肩に把手が付くタイプである

が，様々な形態が見られる。やや大型で体部が扁平なもの (31)から小型で体部の球形化が進んだもの

(29・32), 把手が環状のものから退化して消失したもの (31→ 30→ 29→ 32), ロ縁部を外方へ屈曲

させて端部を肥厚させるもの (30)から真上へ伸ばしただけで終わらせるもの (29・32)まであり，時

期差を想定できる。 29の表面にはカキ目が， 32には刻目文が施されている。ハソウ (33)は，角張っ

- 11-
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第 8図 万塚古墳出土遺物実測図① （縮尺 1/4)
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第 9図 万塚古墳出土遺物実測図② （縮尺 1/4)
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面に；;t綜をめくらし，底紐には回転ヘラケズリが施さ且ている。后頸壺 (37<v箕9)は，肩か張った球

形の体部にごく短い口頸部が付き底部は回転ヘラケズリが施されている。 38は肩である最大径が

体部中位まで降り，外面に沈線を施している。

これら須恵器には，マジックでアルファベットが書かれ，または数字を書いたインデックスシール

が添付されていることから，整理や貸出の際に注記がなされたと考えられる。一方，中原耕男氏の調

査報告と比較すると，須恵器総数については報告では 40点で現状では 39点とほぼ数が合うが，器種

ごとに見ると微妙に合わない。例えば，提瓶が報告では 2点だが現状では 4点あり，平瓶は報告では

3点だが 2点しかなく，高杯は報告では 8点だが 7点しかない。このため，現在は万塚古墳出士とし

ている須恵器について，すべてを肯定することはできないが，後述するように一定の時期には収まる

ものであることから，一部（例えば 20の高杯蓋）に他遣跡の須恵器が混入した可能性はあるが大部分

は万塚古墳出土のものと考えられる。

さて，万塚古墳出上の須恵器は，大阪府陶邑編年（田辺 1981)のTK209~ TK21 7段階に相当すると

考えられる。細かい時期差が存在するが， これは初葬後の追葬により生じたものと理解でき， TK209

~ TK217段階という時間幅は横穴式石室出上遺物では一般的なものである。杯蓋。杯は TK209

段階が多いが， 8・10は口径が小さく TK217段階まで下ると考えられる。長脚の無蓋高杯は，

TK209新相~TK217古相のものであろう。短脚の無蓋高杯は，脚部の形態から TK217段階と考え

られる。提瓶については， 30・31が古い様相を示し TK209より前の TK43段階まで遡る可能性は

あるが，古い型式が踏襲されている可能性もあり即断はできない。 29はTK209段階 32はTK217

古相段階と考えられる。 35・36の杯は， TK217段階のものであろう。短頸壺は，おおむね TK209

段階だが，一部 TK217段階まで下るかもしれない。

第 2節剣山古墳出土遣物（第 10図）

剣山古墳は，香川町川東下に所在した古墳で，剣山から最も北へ伸びる尾根の先端付近に立地して

いた。現在の香川町総合体育館から，道路を挟んだ南西方向にあたる。正式な調査がなされないまま

消滅してしまったため詳細は不明だが，『讃岐香川郡志』（青井 1944)によれば， 「川東村には大字下村剣

山頂より北一丁ばかりの峯に、住民が昔から相偲へて由緒のある所であると云はれてゐる所がある。

それは昭和七年に龍満忠義氏が其の一部を殷掘した時、地下二尺許りの所から上器二箇が現はれた。

一箇は破損し一箇は完全に掘出した。併し祟を恐れて骰掘を中止した。蓋石等は散逸して存してゐな

い。側壁は石を以て築かれてゐる。」とある。

第 10図に掲載した遺物は，すべて須恵器である。台付広口壺 (1)は，やや肩が張った球形の体部に，

ラッパ状に開く口頸部をもつが，脚部が接合面で剥がれて失われている。きれいに脚部が剥がれてい

ることから，焼成時等に失われた可能性がある。口縁端部は外側に肥厚しており，頸部には刷毛原体

による押圧文が，頸部および体部中位にはカキ目が施されている。広口壺 (2)も， 1と同様に，やや

肩が張った球形の体部に，ラッパ状に開く口頸部をもつ。口縁端部は内面上方に摘み出しており，頸

部には押圧文が，頸部および体部中位にはカキ目が施されている。ほぼ完存している。無蓋高杯 (3)

は，ラッパ状に開く杯部に，透かしの無い長脚が付く。杯部外面には段差が残っており，脚端部は下
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第 10図 （伝）剣山古墳出土遺物実測図（縮尺 1/4、横岡山古墳出土遺物含む）

方に摘み出してしつかりと接地している。脚部外面にはカキ目が施されている。無蓋高杯(4~7)は，

短脚がつくタイプで，口縁部は上方にのび，脚端部は肥厚して反り返っているものがある。蓋 (8)は，

長頸壺の蓋の可能性があるもので，かえりに長めの口縁部が付くとともに，大振りの摘みが付く。外

面には， 2条の沈線間に列点文が付く。焼成時に生じた亀裂のところで， 2つに割れている。高杯蓋(9)

は，頂部に扁平な摘みをもつものであるが，この蓋と組み合う高杯は見られない。口径は 13.8cmを測り，

器高の 1/3は回転ヘラケズリで調整されている。杯 (10・11)は，いわゆる杯蓋と杯が逆転した後の

ものだが，両方とも深手で， 10の体部外面には 3条の沈線と列点文をめぐらしている。長頸壺 (12・

13)は，肩が張った球形の体部だけの破片である。肩に沈線がめぐっている。杯蓋 (14・16)は，外面
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真を見る限り 17と同様である。

剣山古墳出上の須恵器を概観すると，大きくは 2時期に分けることが可能である。古い時期のもの

は，台付広口壺 (1)・広口壺 (2)。無蓋高杯 (3)。蓋 (8)である。 1・2の広口壺は，大阪府陶邑

編年の II期に見られる器形で， 口頸部に比して体部が大きく，体部の最大径も上位にあり，カキ目。

回転ケズリも丁寧に施されていることから， II期でも前半 (MT-15・TK-10段階）と考えられ，古墳

時代後期前半である。 3の高杯も I期の高杯の退化型式と捉えることができ， 8の薔も摘みが大き

くしつかりしていることから，広口壺と同じ時期であろう。一方， これら以外の遣物は TK209~ 

TK217段階 (II期末~III期初頭）に相当し後期後半と考えられ，大きな時期差が存在する。後期後半

の須恵器は，横穴式石室が普及した時期であることから一般的に見られるものだが，後期前半の須恵

器についてはそれほど一般的ではない。ここで『讃岐香川郡志』を再度検討すると，掘り出した時に

士器 1点は破損したが，もう 1点は完全だったとある。台付広口壺 (1)は破片をつなぎ合わせると

ほぼ完形に復元でき，広口壺 (2)はほぼ完形であり，『讃岐香川郡志』の記述と一致する。無蓋高杯

(3)・蓋 (8)の出士までは記載されていないが， 1・2の須恵器については剣山古墳から出土した可

能性が高いと考えられる。この場合，剣山古墳については，後期前半の築造時期が想定できる。

一方， TK209~ TK217段階とした4~7・9~17の須恵器について考えてみたい。『香川町誌』（香

川町 1970)によれば，横岡山古墳から出士した須恵器を復元したところ約十点あり， これらを町教委に保

管していると記述している。地元の中原耕男氏も同様の指摘をされている。現在，横岡山古墳から出

士した遺物については展示ケースにも台帳にも見られない。ただし， ここで注意すべき事実は，剣山

古墳や横岡山古墳そして龍満山古墳群は同じ独立丘陵上に立地し（第 11図）， この丘陵を地元の人々

は住んでいる地域によって，剣山と呼んだり，横

岡山と呼んだり，龍満山と呼んだりしていること

である。すなわち，剣山古墳と横岡山古墳から出

土した須恵器が，剣山出士として取り扱われた可

能性がある。横岡山古墳出土遺物については，『讃

岐香川郡志』によれば，昭和 7年夏の開墾時に「一、

頸飾玉（二箇） 一、銅銀（三箇） 一、石斧

（一箇） 一、鋏製剣（一振） 一、土器数十箇（但

し完全なるもの数箇）」が出士したという。鎌田

．へ、 ヒニプ. /. ) 
六ーぐIラ..)、し一
ごごぷ C '・・Vふ

;ら. ~;o 

びノ

であt

ラ

,. .. に¥;i; →、
'-'-c..,・i v' 

共済会郷土博物館には土器の内訳が残されており

（香川町 1993), 第 10図とは若干の矛盾がある。ただ

し，横岡山古墳は一般的な横穴式石室をもつこと

から，出土した須恵器が TK209~ TK217段階

の時期でも相違なく，剣山古墳の須恵器 (4~7・ 

9 ~ 17) の一部が横岡山古墳出士のものであっ

ても矛盾はない。今後更なる検証が望まれる。 第 11図剣山古墳周辺図

（縮尺 1/10,000)
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第 12図に掲載した遣物は，須恵器 (1~ 6)と耳飾 (7。8)である。長頸壺 (1)は，頸部の破片

で， 2条の沈線が見られる。無蓋高杯 (2)はおそらく短脚がつくタイプだが，杯部の一部しか残っ

ていない。杯蓋 (3・4)は外面の稜も失われ，形骸化が進んだものである。口径は 13.5~ 14.0 cm 

を測り，器高の 1/4は回転ヘラケズリで調整されている。杯 (5。6)は，口縁部のかえりが短くなり，

形骸化が進んだものである。口径は 12.6~ 12.9 cmを測り，底部は未調整と器高の 1/4を回転ヘラケ

ズリで調整されているものがある。耳飾 (7・8)は， 7が直径 2.3~ 2.4 cmと8の直径 2.7~ 2.8 cm 

に比べて小型であるが，金環である。 7と8はそれぞれ二個一組となっているが， この組み合わせが

出土時まで遡るかどうか不明である。

さて， これら遣物の出士場所についてだが，須恵器 (1~ 6)については特定できない。ただし，須

恵器の時期については，大半が大阪府陶邑編年の TK209段階に相当するが， 2の高杯については

TK217段階まで下るものと考えられる。

一方，耳飾(7・8)については，万塚古墳と浅野八王子古墳から計4点出士していることが，中原

耕男氏らの報告によりわかる。調査報告に掲載された写真を見る限り，耳飾 (8-2)は浅野八王子古墳

出土のものと似ているが，詳細に比較すると同一とは断定できない。一方，万塚古墳の調査報告と他

3点の耳飾を比較すると，直径は違うが厚さは一致しており，直径を外側で計測せずに内側で計測し

ていたり誤植があったとすると矛盾はないように考えられる。耳飾 (7)が金環であることも報告と一

致する。ただし，先述のとおり横岡山古墳から出土した銅環 3点が浅野小学校に持ち込まれた可能性

もあることから， これら耳飾が万塚古墳や浅野八王子古墳から出士したとは断定できない。なお，実

測できなかった鉄製品についても，万塚古墳と浅野八王子古墳の報告書に鉄製品出土の記載があるこ

とから，両古墳から出土したと考えられるが，今後の保存処理等によって鉄製品の形態が明らかになっ

た時に，細かな検討が必要であろう。
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第 12図 出土地不明遺物実測図 (1~ 6は縮尺 1/4、 7・8は縮尺 1/2)
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出土した須恵器提瓶 (1)は，扁平な球形に短い□頸部が付き， 口縁部の一部が欠けただけで完形

に近い。口縁端部はほぼ直立しており，肩の把

手もボタン状に退化していることから，大阪府

陶邑編年の TK209新相段階に該当すると考え

られる。

さて，付近に所在する東赤坂古墳は，出土遺

物は知られていないが，横穴式石室の様相から

古墳築造時期は TK209新相段階までは下らな

いものと考えられる。ただし，追葬が TK209

゜
第 13図 下赤坂出土遺物実測図（縮尺 1/4)

新相段階まで行われていた可能性はあるが，今

回報告した須恵器提瓶は東赤坂古墳より距離が

あることから直接関係がある遺物とは考えられない。一つの可能性として，提瓶出土付近に別の古墳

が存在した可能性が考えられる。一般的に，この時期の横穴式石室をもつ古墳は群集することが多く，

今後東赤坂古墳近辺において削平された古墳の痕跡が見つかる可能性が高いことを， この提瓶は示

していると考えられる。

以上，報告してきたように，浅野小学校保管遺物については，一部に所在不明や混入が認められるが，

全体的には良好に保管されている。今後は不明遣物の追跡調査や木箱に入った細片の整理，鉄製品

の保存処理等が必要であろう。最後に，平成 18年 1月 10日をもって香川町は高松市と合併するが，

これからも貴重な文化遺産を大切に保存していきたい。
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4 須杯恵蓋器 13 0 1 0 内面回転ナデ' 内面灰白75Y7 /1 七六 K 

5 
須恵器 13 5 4 3 

外面回転ナテ，頂部1/3回転ヘフケズリ 外国灰N6/
密 H 

杯蓋 内面回転ナデ 肉面灰N6/

須恵器
12 6 3 6 

外即回転ナプ，底部1/4回転ヘフケズリ 外[II]灰 N町
密

A 
6 

杯 肉面回転ナデ 肉面灰N5/ 3 

7 
須恵器 12 6 4 0 

外面回転ナデ，底部1/4回転ヘフケズリ 外面灰白5Y7/1
密 F 

杯 内面回転ナデ 内面灰白5Y8/l

8 
須恵器

10 0 6 0 3 7 
外面回転ナデ，底部1/3回転ヘフケズリ 外面灰白NS/

密
K 

杯 内面回転ナデ 内面灰白NS/ 2 

， 須恵器 12 2 4 2 
外面回転ナデ，底部1/4回転ヘフケズリ 外面灰N5/

やや粗 M 
杯 内面回転ナデ 内面灰N6/

10 
須恵器 11 8 3.9 

外面回転ナプ，回転ヘフケズリ，底部末調整 外面灰黄25Y7 /2 
粗 J 

杯 内面回転ナデ 内面浅黄橙JOYR8/4

11 
須恵器 11 5 48 

外面回転ナデ，底部1/4回転ヘフケズリ 外面オリープ黒5Y3/1
密 G 

杯 内面回転ナデ 内面灰5Y4/l

12 
須恵器 11 8 11 2 16 5 

外面回転ナデ 外面黄灰25Y4/1 
密 D 脚部沈線2条，透かし2段2方向

無蓋高杯 内面回転ナデ 内面黄灰25Y4/l 

13 
須恵器 12 2 9 8 15 0 

外面回転ナデ，カキ目 外面灰N5/
密

゜
脚部沈線1条，透かし2段3方向

無蕃高杯 内面回転ナデ 内面灰N6/

14 
須恵器 9 6 9 0 11 5 

外面回転ナデ 外面灰N6/
密 H 脚部沈線2条

台付椀 肉面回転ナデ 内面灰N6/

15 
須恵器 13 8 9 6 8 6 

外面回転ナデ，杯底部1/3回転ヘフケズリ 外面灰白NS/
密

M 

無蓋高杯 内面回転ナデ 内面灰白NS/ 34 

16 
須恵器 12 4 9 0 7 4 

外面回転ナデ 外面灰N5/
密 I 

無蓋高杯 内面回転ナデ 内面灰N5/

17 
須恵器 110 94 7 3 

外面回転ナデ 外面灰白5Y7/1
密 K 杯部外面～脚部肉面自然釉

無蓋高杯 内面回転ナデ 内面灰白N7/

18 
須恵器 11 6 9 8 7 7 外肉面面回転ナデ 外面黄灰2.5Y4/l

密 K 杯部外面～脚部内面自然釉
無蓋高杯 回転ナデ 内面灰白25Y7 /1 

19 
須恵器 13 2 5 0 

外面回転ナプ，頂部1/3回転ヘフケズリ 外面灰75Y4/1 
密

L 

高杯蓋 内面回転ナデ 内面暗黄灰25Y3/2 15 

20 
須恵器 14 4 5 4 

外面回転ナデ，頂部1/2回転ヘフケズリ 外面黒N2/
密 外面自然釉

高杯蓋 内面回転ナデ 内面灰75Y5/l 

21 
須恵器 14 8 5 0 

外面回転ナデ，頂部1/3回転ヘフケズリ 外面灰白75Y8/l 
密

E 

涵杯蓋 内面回転ナデ 内面灰白75Y8/l 14 

22 
須恵器 12 4 (3 8) 

外面回転ナデ，頂部1/3回転ヘフケズリ 外面灰5Y6/l
密 G 

高杯蓋 内面．回転ナデ 内面灰N6/

23 
須恵器 48 8 8 

外面回転ナデ，底部回転ヘフケズリ 外即灰75Y6/l 
密 25 

長頸壺 内面回転ナデ 内面灰75Y6/l 

24 
須恵器

8 1 12 6 
外面回転ナデ，カキ目，底部回転ヘフケズリ 外面灰N5/

密

゜長頸壺 内面回転ナデ 内面灰N5/

25 
須恵器

6 4 10.4 
外面回転ナデ，底部回転ヘフケズリ 外面灰N5/

密
L 

外面自然釉
長頸壺 内面回転ナデ 内面灰N6/ 26 

26 
須恵器 7 6 10 0 19 7 

外面回転ナデ，｛本部下半回転ヘフケズリ 外面灰5Y6/l
やや粗 F 

台付長頸壺 内面回転ナデ 内面灰白5Y7/!

27 
須恵器 45 12 1 

外面回転ナデ，底部回転ヘフケズリ 外面灰N5/
密 37 

平瓶 内面・回転ナデ 内面灰N5/

28 
須恵器

4 1 12 2 
外面回転ナデ，底部回転ヘフケズリ 外面灰5Y4/l

密 D 
平瓶 内面．回転ナデ 内面灰75Y5/l 

29 
須恵器

5.4 
体部径

15 6 
外面回転ナデ，表側カキ目，畏側回転ヘフケズリ 外面灰黄25Y7 /2 

密 K 頸部沈線2条
提瓶 11 6 内面・回転ナデ 内面灰75Y5/1 

30 
須恵器 64 

体部径
17 5 

外面回転ナプ，表側接合痕，畏測回転ヘフケズリ 外面黄灰25Y6/1 
密 I ロ縁端部．沈線1条

提瓶 15 6 内面回転ナデ 内面黄灰25Y6/l 

31 
須恵器 体部径 (20 0) 

外面回転ナデ，畏側回転ヘフケズリ 外面灰N6/
密 ]--[ 

提瓶 12 8 内面回転ナデ 内面灰N6/

32 
須恵器

5 9 
体部径

16 7 
外面回転ナデ，製側回転ヘフケズリ 外面灰!OY4/l

密 44 （本部刻目文
提瓶 13 3 内面回転ナデ 内面灰10Y1/1

33 
須恵器 48 (13 3) 

外面回転ナテ，底部回転ヘフケズリ 外面灰5Y6/l
やや粗 E 

頸部沈線3条

はそう 内面回転ナデ 内面暗灰N3/ 体部．沈線3条円孔1個

34 
須恵器 10 0 3 6 

外面．回転ナプ，頂部1/3回転ヘフケズリ 外面灰白5Y8/2
粗

M 

短頸壺蓋 内面回転ナデ 内面灰白5Y8/2 16 

35 
須恵器

10 0 4 6 
外面回転ナデ 外面灰白5Y7/l

密
w 

内面全面～口縁部外面自然釉
杯 内面・回転ナデ 内面灰オリープ5Y6/2 17 

36 
須恵器 13 2 4.7 6 0 

外面回転ナデ，底部回転ヘフケズリ 外面灰N6/
密

F 
体部沈線2条

杯 内面．回転ナデ 内面褐灰75YR5/1 18 

37 
須恵器 74 8 5 

外面回転ナプ，底部回転ヘフケズリ 外面灰N4/
やや粗 外面自然釉

短頸壺 内面回転ナデ 内面灰N4/

38 
須恵器 7 2 10.0 

外面回転ナデ，底部回転ヘフケズリ 外面灰白25Y8/l 
密 G 体部沈線2条

短頸壺 内面回転ナデ 内而灰白5Y8/1

39 
須恵器 6 6 7 5 

外面回転ナプ，底部回転ヘフケズリ 外面灰N6/
密

H 

短頸壺 内面回転ナデ 内面灰N5/ 20 
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面同転ナ刀キ目 灰 N3/
面回転ナデ にぶい褐75YR6/3 

4 
須恵器

13 2 11 0 9 2 
外面回転ナデ 外[I!]灰 N釘

密無蓋嵩杯 内面回転ナデ 内面灰N6/

5 
須恵器

(5 1) 外面回転ナデ 外面灰N5/
密高杯 内面回転ナデ 内面灰N5/

6 
須恵器

13 0 11 0 8 6 
外面回転ナプ 外面灰N5/

密無蓋高杯 内面回転ナテ 内面灰N5/

7 
須恵器

15 0 11 0 8 5 
外面回転ナァ 外面灰白N7/

密 杯部．沈線1条無蓋高杯 内面回転ナデ 内面・灰白N7/

8 
須恵器

7 8 48 
外面回転ナデ 外面灰N4/

密
上面沈綿2条，列点文

長頸壺蓋 内面回転ナテ 内面灰'14/ 焼成時の亀裂あり， 須恵器
13 8 46 

外面・回転ナテ，頂部1/3回転ヘフケズリ 外面・灰N6/
密高杯蓋 内面回転ナデ 内面灰N5/

10 
須恵器

9 5 5 1 
外面回転ナデ 外面灰N5/

密
体部沈線3条，列点文

杯 内面回転ナデ 内面灰N5/ 外面全面自然釉

11 
須恵器

10 0 46 
外面回転ナデ，底部回転ヘフケズリ 外面・灰N6/

密杯 内面回転ナデ 内面灰N6/

12 
須恵器

(8 8) 外面回転ナデ，｛本部下半回転ヘフケズリ 外面灰白N7/
密 体部沈線3条壺 内面．回転ナデ 内面灰白N7/

13 
須恵器

3 0 (9 9) 外面回転ナデ，イ本部下半回転ヘフケズリ 外面灰5Y6/l
密 体部沈線2条宰- 内面回転ナデ 内面灰5Y6/l

14 
須恵器

11 0 43 
外面回転ナデ，頂部1/4回転ヘフケズリ 外面灰N6/

密杯蓋 内面．回転ナデ 内面灰N6/

16 
須恵器

13 8 5 0 
外面回転ナデ，頂部1/4回転ヘフケズリ 外面•灰白7.5Y8/1

密杯蓋 内面回転ナデ 内面灰白75Y7 /1 

17 
須恵器

12 8 4.7 
外面回転ナプ，底部1/3回転ヘフケズリ 外面灰5Y6/l

密杯 内面回転ナデ 内面灰白5Y7/1

'--三望：土!.止三宣＇旱喜 t,1
治二i [詞均

—- -1言立酋写剛玉→こ□雪～又-―---―`ゴi 
亨 一且已直土皇聾聾部欠鉗 ＇ 

出土地不明遺物観察表（第12図）

報告
器種

法量(cm
調整 色調 胎土 備 考番号 ロ径 底径 器両

1 
須恵器

(7 8) 外面回転ナデ 外面灰白5Y7/1
密 頸部・沈線2条長頸壺 内面・回転ナデ 内面灰白N7/

2 
須恵器

9 8 (3.7) 外面回転ナデ 外面灰N5/
密 杯部沈線1条無蓋高杯 内面．回転ナテ 内面灰白N7/

3 
須恵器

13 5 40 
外面回転ナデ，頂部1/4回転ヘフケズリ 外面灰N6/

密杯蓋 内面回転ナデ 内面・褐灰IOYR6/1

4 
須恵器

14 0 (3.9) 外面回転ナプ 外面灰N6/
密杯蓋 内面回転ナデ 内面灰白N7/

5 
須恵器

12 9 3 9 
外面回転ナデ，底部未調整 外面灰N4/

粗杯 内面回転ナデ 内面灰N5/

6 
須恵器

12 6 3 8 
外面回転ナェ底部1/1回転ヘフケズリ 外面灰N5/

密杯 内面回転ナデ 内面灰N5/
7-1 耳飾（金環） 2 4 
7-2 耳飾（金環） 2 3 
8-1 耳飾 2 7 
8-2 耳飾 2.8 

※法量の（）は，残存値を表す6

下赤坂出土遺物観察表（第13図）

器種

彎
旦
5.5 

法醤¥cm

~ 体部径
13.1 

蓋
12.1 

調整

外面：回転ナデ，表側回転ヘラケズリ
内面：回転ナデ

色調

外面：灰N5/
内面：暗緑灰5G4/1

胎 土

※法量の（）は，残存値を表す。

備考

密
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i' 
墳丘。トレンチ

全景（南から）

2 トレンチ西壁

北端（東から）

3 トレンチ西壁

南端（東から）

沿
両
古
墳
試
掘
調
査



臼
墳
試
掘
調
査

4
 

墳丘東斜面

（南から）

5
 

石室検出状況

（東から）

6
 

石室検出状況

（南東から）



0&-08 

08-01 

08-04 

08-06 

08-07 

信
古
墳
出
土
遺
物

08-14 

08-12 



心
蒙
古
墳
出
土
遺
物

08-19 

08-13 
08-20 

08-15 

08-16 

08-17 

08-18 

08-22 

08-23 

08-24 



08-25 

万
塚
日
墳
出
土
遺
物
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09-30 

09-31 

09-32 



剣
山
古
墳
出
土
遺
物

09-39 

09-33 

09-34 

09-35 

09-36 

09-38 

10-02 

10-03 



10-04 

10-05 

-:0-11 

畑
且
古
墳
出
土
遺
物

10-12 

D-Oo 

10-14 

D-0 

〇-08

Q-QO 

10-10 



下
赤
坂

浅
12-01 

野
八
王
子

旦
12-06 

出
土
遺
物 12-02 

12-03 

12-04 13-01 

浅野八王子古墳出土遺物



□

二
い
か
出
土
し
て
お
り
そ
の
中
の
一
は
、
焼
成
の
と
き
に
変
形
し
た
ら
し
く
、
全
体
に
彎
曲
ぎ
み

｝
応
り
焼
き
も
悪
く
、
粘
士
の
よ
う
な
色
調
で
胎
土
に
は
砂
粒
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
蓋
受
け
の

ヽ
↓
／
へ

[
0
立
ち
あ
が
り
は
垂
直
に
ち
か
く
、
全
体
と
し
て
は
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て
い
る
。
羨
道
部

こ
99

う
よ
り
玄
門
わ
き
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
粘
上
層
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、
焼
き
の
も
ど

り
か
反
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
蓋
の
部
分
は
破
片
で
あ
る
が
、
全
形
の
察
知
で
き
る
も
の
が
一
点

ら
く
ろ
の
使
用
跡
は
明
瞭
で
、
内
側
の
つ
く
り
は
雑
に
仕
上
げ
て
い
る
。
外
周
は
よ
く
整
形

焼
成
も
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。

二
邦
は
欠
損
し
て
器
台
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
。
脚
の
部
分
は
比
較
的
薄
く
つ
く
ら
れ
、
横
に
広

/
¥
：

c
つ
で
い
て
安
定
し
た
形
を
し
て
い
る
。
焼
成
は
よ
く
、
灰
白
色
を
呈
し
て
い
る
。

-
i
"
 

万
晶
製
で
六
角
形
を
し
て
い
る
が
、
各
面
の
広
さ
は
一
様
で
は
な
く
、
つ
く
り
と
し
て
は
や
や
雑

[
}
口
る
。
長
さ
は
一
。
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
中
央
に
貰
通
し
て
い
る
穴
の
一
方
は
径
四
・
五
ミ
リ

9
/
'

ト
ル
他
方
は
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
中
央
が
や
や
ふ
く
ら
ん
で
い
る
よ
う
す
が
、
透
け
て

旦
叉
る
。

ひ
ど
く
、
酸
化
の
著
し
い
環
が
一
個
の
み
出
土
し
た
。
環
の
厚
さ
は
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

二
，
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。

-
n
>
手
6

丁
に
、
完
全
な
形
で
は
な
い
が
特
色
の
あ
る
も
の
に
、
小
玉
と
鉄
製
馬
衡
が
あ
る
。
小
玉
は

喜
口
＇
＼
い
る
が
、
径
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
碧
玉
で
、
径
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
穴
も
通
っ

て
い

-
l
l
,
5

？
す
か
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
玄
室
の
南
西
隅
よ
り
、
錆
の
ひ
ど
い
、
鉄
製
の
馬
衡
片
が
出
士

し
こ
屈
虹
力
は
な
は
だ
し
く
、
ほ
と
ん
ど
は
小
さ
く
わ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
み
ら
れ
る
曲
線
な
ど
か

ら三，
□

[
‘
(
J
-

民
所
と
い
う
推
定
は
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
鉄
製
の
鏃
ら
し
い
も
の
も
出
上
し
た
が
、
大
き
さ

や附ー―い一
'
5

、戸ー
c
い
な
い
ほ
ど
腐
蝕
し
て
い
る
。

そへ
/

4

巳
冠
恵
器
片
は
細
片
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
多
数
が
出
土
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
坪
の
破
片
に

加
三
＇
ー
、
平
訂
の
口
緑
と
思
わ
れ
る
も
の
や
長
頸
瓶
の
頸
部
も
混
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
数
片
、
小
片
で

ぱ}{／-へ/「
fJj

テ
ハ
き
な
壺
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
表
面
に
は
く
し
目
、
裏
面
に
は
間
隔
の
狭
い
青
海
紋
が

プ
[

C

ど
ぃ
尻
き
は
き
わ
め
て
固
く
、
表
面
に
は
自
然
釉
が
み
ら
れ
る
。

八
｝
＇
）
こ
の
古
墳
の
遣
物
と
し
て
直
接
関
係
の
な
い
も
の
で
、
次
の
二
、
三
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

ず
左
二
，
二
'0

長
さ
四
，
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
石
ぞ
く
や
弥
生
式
土
器
片
で
あ
る
。
ま
た
、
土
師
器
片
や

支
い
そ
汀
に
、
乳
白
色
を
呈
す
る
瓦
器
片
も
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
床
面
よ
り
も
五
＼
十
五

セ
／
二
，
ぐ
！
I

ル
ほ
ど
上
部
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

註
1

註

2
註

3
註

4
六
、
結
語

弥
生
時
代
か
ら
開
け
た
こ
の
地
域
は
、
古
墳
時
代
、
中
期
の
古
墳
も
点
在
し
て
い
る
の
で
、
往
時
の
人
々

の
生
活
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
る
。
や
が
て
、
古
墳
時
代
後
期
の
横
穴
式
石
室
墳
も
作
ら
れ
、

さ
ら
に
、
条
里
制
の
遺
構
は
班
田
収
授
の
法
と
関
係
が
深
く
、
画
一
的
な
行
政
機
構
へ
組
み
入
れ
ら
れ
た

事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

当
地
の
横
穴
式
石
室
に
片
袖
式
の
多
い
こ
と
は
、
時
期
的
な
意
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
地
域
的
な
特

色
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
八
王
子
古
墳
は
、
現
在
で
こ
そ
独
立
し
た
存
在
の
よ
う
に

位
置
し
て
い
る
が
、
規
模
も
小
さ
く
、
丘
陵
の
斜
面
部
に
在
り
、
群
集
墳
の
う
ち
の
一
基
と
し
て
の
性
格

が
強
い
。
こ
の
丘
陵
上
で
は
他
の
遣
構
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
わ
ず
か
に
離
れ
た
万
塚
と
の
グ
ル
ー

プ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

羨
道
部
お
よ
び
墳
丘
に
つ
い
て
は
既
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
丘
陵
上
の
地
形
も
著
し
く
変
化
し
て
い
て
、

こ
の
丘
陵
上
の
他
の
古
墳
関
係
の
遺
構
は
不
明
で
あ
る
が
、
八
王
子
神
社
の
北
あ
た
り
か
ら
須
恵
器
片
が

採
集
さ
れ
る
の
で
、
同
時
代
の
遺
跡
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
。

石
室
に
は
、
花
岡
岩
の
み
で
な
く
、
川
石
も
用
い
た
こ
と
は
、
用
石
の
不
足
に
よ
る
で
あ
ろ
う
し
、
大

規
模
に
計
画
さ
れ
た
古
墳
で
は
な
く
、
家
族
墓
的
な
色
彩
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
、
石
室
の
築
造
も
簡
略
化
の
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

副
葬
品
の
須
恵
器
の
形
式
か
ら
、
こ
の
石
室
内
に
葬
ら
れ
た
時
期
は
、
少
な
く
と
も
二
期
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
環
と
玉
類
の
場
所
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
考
え
を
否
定
は
し
な
い
。
須
恵
器
の

細
片
が
散
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
再
葬
で
整
理
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
石
室
内
が
攪
乱
さ
れ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
提
瓶
の
退
化
し
て
、
形
式
化
し
た
耳
や
、
小
形
の
地
は
、
後
期
古
墳
期
で
も
そ
の

終
末
に
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

立
地
と
し
て
、
丘
陵
の
東
、
北
、
西
が
利
用
で
き
る
な
か
で
、
あ
え
て
西
斜
面
の
上
部
に
築
い
た
こ
と

は
、
こ
の
古
墳
に
関
係
の
深
い
集
落
の
範
囲
を
限
定
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
簡
略
な
記
述
で
、
充
分
な
考
察
も
で
き
て
い
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
八
王
子
古
墳
の
概
況
の
報

告
に
か
え
た
い
。

「
万
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告
」
文
化
財
協
会
報
特
別
号
十
号

香
川
町
史

香
川
郡
史

「
大
川
郡
に
あ
る
二
、
三
の
古
墳
に
就
い
て
ー
黄
泉
国
の
葬
送
儀
礼
_
|
」

文
化
協
会
報
特
別
号
第
三
集

vi 



（
古
墳
王
体
部
）

羨
‘
-
直
]
を
一
口
に
向
け
た
横
穴
式
石
室
で
、
主
軸
は
丘
陵
と
ほ
ぼ
垂
直
に
交
わ
る
。
玄
室
は
、
幅
一
。
七
メ

1
,
f
J
ほ
は
等
間
隔
で
、
奥
行
き
は
三
・
ニ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
高
さ
は
、
天
井
石
お
よ
び
側
壁
の
崩

裏
mVJ'

こ
,
口
↑
明
て
あ
る
。
玄
阿
は
南
側
の
壁
の
み
が
突
出
し
て
い
て
片
袖
式
を
示
し
て
い
る
。
北
側
は
、

院
直
二
亨
手
と
と
お
し
て
壁
は
ほ
ぼ
一
直
線
を
な
し
て
い
る
。
玄
門
あ
た
り
の
狭
部
で
の
幅
は
、
一
•
O

四
：
ー
〗
、
そ
の
長
さ
は
一
・
三
五
メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。
羨
道
の
う
ち
、
北
側
に
は
一
個
の
壁
が
残

っ了、
1

'

？
か
雨
側
に
は
石
列
が
欠
け
、
そ
の
幅
や
長
さ
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
羨
道
部
最

冒
応
こ
夫
応
一
声
で
の
長
さ
は
、
五
。
二
四
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
羨
道
部
に
残
る
一
個
の
大
石
の
端
か
ら
南
に
、

旧
誓
三l

]：
〗
＇
[
5こ
り
を
と
ど
め
る
幅
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
地
中
深
く
埋
ま
っ
て
い

て
、
こ
三
'
=
り
西
の
羨
道
部
の
遺
構
は
な
い
。

-＝-]〔
□

北
壁
に
二
個
、
奥
壁
に
一
個
、
南
壁
玄
門
に
一
個
残
っ
て
お
り
、
鏡
石
の
高
さ
は
一
。
一
五

fぐ
＇
（
〗
で
あ
る
。
玄
室
壁
の
基
盤
は
ほ
と
ん
ど
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
、
さ
し
て
大
き
く
な
い

石

lJ
る
。
ま
た
、
側
壁
に
は
円
礫
も
使
わ
れ
た
ら
し
く
、
所
々
の
壁
に
円
礫
の
詰
め
お
よ
び
、

て
積
ん
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
床
面
に
、
一
部
壁
と
し
て
築
か
れ
て
い

か
、
玄
室
中
央
あ
た
り
で
は
床
面
の
礫
の
層
が
一
二
重
に
も
な
っ
て
い
た
所
が
あ
っ

百
墳
の
立
地
お
よ
び
周
辺
の
遺
跡

)
‘
標
高
で
七
十
メ
ー
ト
ル
、
比
高
で
は
二
十
メ
ー
ト
ル
余
り
の
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
の
西

姻
□

旦
詞
に
位
罹
す
る
。
安
山
岩
の
風
化
し
た
、
赤
褐
色
の
土
壌
よ
り
成
る
こ
の
丘
陵
の
両
側
は
、
小
さ

なバ―’r}9]↑Ic
口
て
お
り
、
西
側
の
谷
は
堰
き
止
め
ら
れ
て
溜
池
と
な
っ
て
い
る
所
が
、
こ
の
上
方
に
三
箇
所

ぁ
ス
』
頁
~
の
谷
に
は
溜
池
は
作
ら
れ
て
い
な
い
が
、
東
西
両
谷
の
水
は
下
流
の
大
き
な
平
地
に
集
ま
る
。

こ
の
一
LL
麿
ば
、
弥
生
式
土
器
片
お
よ
び
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
石
鏃
、
石
槍
等
、
弥
生
時
代
の
遺
物
の
散
布
地
で

、
あ
り
翌
げ
て
も
そ
の
採
集
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
東
隅
に
八
王
子
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
地
名
に
八

王
ニ
ー
江
上
＇
二
了
ら
訊
て
い
る
。

こ
／
」
’
』
-
国
か
ら
北
方
お
よ
び
西
方
に
は
平
野
が
ひ
ら
け
、
西
へ
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
香
東
川
岸
に

逹
ず
る
北
方
の
平
野
部
に
は
条
里
地
形
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
南
お
よ
び
東
に
は
、
な
だ
ら
か

な
丘
予
か
書
き
、
｀
徐
々
に
高
さ
を
増
し
て
山
が
ち
な
地
形
に
変
わ
り
、
平
野
は
少
な
い
。

こ
の
'
-
'
に
項
か
ら
北
北
東
に
六

0
0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
が
、
平
池
の
南
東
岸
附
近
に
あ
た
り
そ
こ
が
万

家
'
3
,
J—
+
「
〔
ご
了
い
て
い
る
所
で
、
か
つ
て
は
多
く
の
塚
が
あ
っ
た
と
言
い
、
そ
の
う
ち
の
一
ヶ
所
は
昭
和
四
十

九
[
'□

｀
完
掘
さ
れ
た
（
註
1
)
。
こ
の
万
塚
の
古
墳
は
、
全
長
七
メ
ー
ト
ル
、
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
墳
で
あ

つ’
□

ま
こ
、
南
東
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
に
は
、
全
長
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
、
片
袖
式
に
ち
か
い
形

石
室
を
も
つ
、
東
赤
坂
古
墳
が
あ
る
江
2
)

。
北
西
に
は
舟
岡
古
墳
、
舟
岡
山
古
墳
が
望
ま
れ
、

石
麿
尾
山
古
墳
群
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
学
校
の
校
庭
に
は
、
か
つ
て
同

て
用
水
路
の
樋
に
使
わ
れ
て
い
た
舟
形
の
倒
抜
式
石
棺
が
保
存
さ
れ
て
い
る
（
註
3
)

。

た
。
先
述
鏡
石
の
幅
は
一
゜
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
奥
壁
を
埋
め
つ
く
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
南
東
隅

の
奥
壁
部
に
は
、
基
盤
も
根
石
群
も
な
い
。

ま
た
、
北
東
隅
の
側
壁
と
奥
壁
の
組
み
合
わ
せ
は
、
奥
壁
の
方
が
側
壁
の
横
に
ま
で
伸
び
、
一
般
に
は
、

鏡
石
の
両
方
か
ら
側
壁
が
押
さ
れ
る
形
を
と
っ
て
い
る
の
と
で
は
対
照
的
で
あ
り
、
当
初
、
北
東
隅
の
側

壁
を
鏡
石
と
錯
覚
し
た
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
も
、
鏡
石
は
床
面
下
ま
で
伸
び
て
埋
ま
っ
て
い
る

が
、
北
東
側
壁
は
、
三
個
の
石
の
上
に
積
ま
れ
た
状
態
で
築
か
れ
て
い
る
。
玄
門
に
あ
た
る
巨
石
は
、
い

ず
れ
も
基
盤
よ
り
―
つ
の
石
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

床
面
の
石
は
ほ
と
ん
ど
、
川
よ
り
運
ば
れ
た
ら
し
く
、
二
十

x
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
円
礫
が
な
ら

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
き
い
の
で
は
四

O
X
三
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
が
あ
る
が
、
一
〇

セ
ン
チ
内
外
の
も
の
も
混
在
し
て
い
る
。
た
だ
、
所
々
に
、
安
山
岩
の
角
の
あ
る
敷
石
も
い
く
つ
か
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
玄
門
あ
た
り
の
中
央
部
に
は
石
列
が
あ
っ
た
が
、
壁
ち
か
く
に
は
そ
れ
も
な
く
、
粘
土
で

固
く
か
た
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
た
。
玄
門
あ
た
り
で
出
土
し
た
須
恵
器
の
坪
は
、
い
ず
れ

も
固
い
粘
上
層
の
中
か
ら
単
独
に
出
土
し
、
ま
わ
り
に
は
敷
石
ら
し
い
も
の
も
な
か
っ
た
。

な
お
、
玄
室
内
の
お
も
な
遺
物
は
床
面
よ
り
上
、
ま
た
は
敷
石
列
の
間
よ
り
出
土
し
、
敷
石
の
間
お
よ

び
底
部
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
に
、
鉄
製
品
と
玉
類
・
耳
輪
が
あ
る
。
な
お
、
玄
門
部
の
固
い
粘
土
で
固

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
あ
た
り
か
ら
、
粘
土
層
に
木
炭
片
お
よ
び
灰
と
思
わ
れ
る
黒
い
小
さ
な
粒
状
の
塊

が
混
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
土
師
質
の
土
器
の
細
片
も
一
部
混
じ
っ
て
い
た
が
、
き
わ
め
て
軟
質
で
す

ぐ
に
こ
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
た
き
火
の
跡
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
川
郡
で

発
掘
さ
れ
た
古
墳
の
例
（
註
4
)

が
想
起
さ
れ
る
の
で
附
記
し
た
。

お
よ
び
、

五
、
出
土
遺
物

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
出
土
し
た
も
の
、

あ
る
。ー

、
提
瓶

ロ
縁
部
は
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
や
や
ゆ
が
み
が
あ
り
、
高
さ
は
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

全
体
の
形
は
よ
く
整
っ
て
い
る
。
胴
の
ふ
く
ら
み
は
、
直
径
九
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
径
六
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
ろ
く
ろ
使
用
の
あ
と
が
鮮
明
に
み
ら
れ
る
。
両
肩
の
耳
は
小
さ
く
、
三
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
半
球
の
突
起
で
で
き
て
い
る
。
焼
成
は
良
好
だ
が
色
調
に
は
む
ら
が
あ
り
、
一
方
は

灰
白
色
、
他
方
は
ね
ず
み
色
を
し
て
い
る
。

2
、
坦ロ

径
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
器
形
は
整
い
、
ゆ
が
み
は

感
じ
ら
れ
な
い
。
口
縁
部
に
わ
ず
か
に
欠
損
箇
所
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
全
体
が
濃
い
ね
ず
み
色
を

呈
し
、
ろ
く
ろ
の
使
用
跡
も
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
が
、
底
部
の
つ
く
り
は
雑
で
、
整
形
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。

復
元
に
よ
り
形
の
判
別
で
き
る
遺
物
は
次
の
と
お
り
で

V 
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三四

の
経
緯

経
過

古
言
の
立
地
お
よ
び
周
辺
の
遺
跡

五
圭
（
言
墳
主
体
部
）

香
~
ー

lr 
ジヽ，

雪
川
県
香
川
郡
香
川
町
浅
野
三

0
八
七
の
一

調
査
間
閤
口
和
四
十
七
年
十
一
月
六
日

1
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
日

香
川
町
教
育
委
員
会 〖

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会
「
文
化
財
協
会
報

王
子
古
墳
調
査
報
告

第
5
8
号
」
よ
り
抜
粋
】

]
香
川
町
立
浅
野
小
学
校
の
運
動
場
南
部
の
端
に
あ
り
、
外
見
上
で
は
既
に
原
形
を
と
ど

め
な
＂
三
て
に
崩
壊
し
て
い
た
。
古
老
た
ち
の
話
で
古
墳
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
が
、
近
く
に
体

育
館
〔
I
i
[こ
翌
か
予
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
古
墳
の
実
態
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
消
滅
す
る
こ
と

を
賢
合
し
て
発
掘
調
査
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
鰐
和
四
十
七
年
六
月
二
十
七
日
、
香
川
県
教
育
委
員
会
を
通
し
て
文
化
庁
に
発
掘
申
請
を
提

出
戸
ピ
月
―
一
丁
四
日
付
に
て
文
化
庁
よ
り
許
可
を
得
た
の
で
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

ロ
香
川
町
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
香
川
町
教
育
委
員
会
職
員
、
香
川
町
立
浅
野
小
学
校

雪
南
町
立
香
川
中
学
校
教
諭
中
原
耕
男
、
香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
坂
出
中
学
教
諭
井
上
勝
之
が

ま
た
、
浅
野
小
学
校
児
童
の
有
志
も
、
率
先
し
て
発
掘
に
協
力
し
た
。

一
へ
調
査
ま
で
の
経
緯

ニ
バ
戸
貰
の
所
在
地
は
、
も
と
、
井
上
善
五
郎
他
三
名
の
民
有
墓
地
で
あ
っ
た
が
、
浅
野
小
学
校
校
地

:
」
勇
刀

s

ら
、
大
正
十
五
年
、
近
隣
に
あ
っ
た
旧
浅
野
村
有
地
と
の
交
換
協
定
が
成
立
し
、
浅
野
小

の
一
部
と
な
っ
た
。

塵
地
に
あ
っ
た
亨
保
十
一
年
や
延
亨
二
年
等
の
刻
銘
の
あ
る
墓
碑
は
、
交
換
地
に
移
さ
れ
た

の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
某
家
の
祖
先
の
墓
だ
と
い
う
伝
承
も
あ
っ
て
、
一
部

井
上
勝
之
中
原
耕
男

い
つ
の
間
に
か
忘
れ
か
け
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て

神
事
の
あ
と
開
始
し
、

昭
和
四
十
八
年
三
月
＝
一
日
ま
で

で
は
嵩
敬
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

ヽ
こ
。

し

tこ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か
ら
、
発
掘
に
先
立
っ
て
、
慎
重
を
期
す
る
た
め
に
、
香
川
町
教
育
委
員
会
佐

藤
忠
市
氏
ら
が
、
交
換
協
定
の
事
情
経
過
を
確
認
す
る
た
め
に
、
旧
墓
地
所
有
関
係
者
と
の
面
談
交
渉
に

奔
走
し
、
旧
墓
地
跡
の
発
掘
の
了
承
を
得
た
。

発
掘
調
査
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
六
日
、

断
続
的
に
実
施
し
た
。

二
、
発
掘
の
経
過

学
校
園
の
中
に
、
あ
た
か
も
庭
園
と
し
て
配
列
し
た
か
の
よ
う
に
、
三
個
の
巨
石
が
乱
立
し
、
墳
丘
は

お
ろ
か
石
室
の
向
き
さ
え
も
判
断
に
苦
し
む
配
置
で
あ
っ
た
。

発
掘
は
、
内
部
と
思
わ
れ
る
所
の
土
を
除
く
こ
と
か
ら
始
め
、
堀
り
進
む
う
ち
、
一
個
の
巨
石
は
天
井

石
の
崩
れ
こ
み
で
、
原
形
を
全
く
と
ど
め
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を
と
り
除
い
て
堀
り
進
む

う
ち
、
新
し
く
二
個
の
巨
石
が
あ
ら
わ
れ
た
。
北
隅
と
東
隅
の
石
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
南
向
き
の
横
穴

式
石
室
で
あ
ろ
う
と
予
見
し
て
作
業
を
進
め
て
い
た
が
、
南
面
延
長
の
ト
レ
ン
チ
は
、
地
表
よ
り
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
全
く
固
い
地
層
に
ゆ
き
あ
た
り
、
明
ら
か
に
地
山
の
土
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

発
掘
場
所
を
西
へ
広
げ
る
こ
と
に
し
た
。

南
壁
に
あ
た
る
所
に
は
巨
石
は
全
く
無
く
、
石
室
の
内
部
と
思
わ
れ
る
所
か
ら
、
旧
校
舎
の
残
骸
や
焼

却
し
た
と
思
わ
れ
る
塵
埃
の
な
ご
り
な
ど
が
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
深
さ
で
続
い
て
い
た
。
こ

れ
は
、
明
治
初
期
の
旧
校
舎
建
設
お
よ
び
、
そ
の
解
体
の
時
点
で
、
古
墳
の
石
囲
い
が
塵
埃
焼
却
の
場
と

な
っ
て
い
た
事
情
を
示
し
て
い
た
。
や
が
て
、
灰
の
層
に
混
じ
っ
て
、
瓦
器
系
の
土
器
片
が
多
く
あ
ら
わ

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
墓
地
時
代
の
遣
物
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
う
ち
に
周
囲
の
石
列
も
ほ
ぼ
現
わ
れ
て
、
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
先

述
の
灰
の
層
が
終
っ
て
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
り
下
げ
る
と
、
川
原
石
の
層
が
出
は
じ
め
た
。
し
か

も
、
こ
の
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
土
が
粘
土
質
で
き
わ
め
て
固
く
、
こ
こ
か
ら
床
面
ま
で
の
調
査
の

た
め
に
、
以
後
ほ
と
ん
ど
の
日
数
が
費
や
さ
れ
た
。
こ
の
層
に
な
っ
て
か
ら
、
士
師
片
、
須
恵
片
が
多
く

出
士
し
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
提
瓶
、
柑
、
坪
、
切
子
玉
各
一
個
も
出
上
し
た
。
異
色
の
も
の
と
し
て
、
石

鏃
一
個
と
石
器
用
材
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
片
数
十
個
、
弥
生
式
土
器
片
数
個
も
出
上
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

附
近
に
顕
著
な
弥
生
遺
跡
が
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
の
土
を
運
ん
で
古
墳
を
築
造
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

玄
室
内
に
敷
き
つ
め
ら
れ
た
敷
石
面
ま
で
掘
り
そ
ろ
え
、
こ
こ
で
敷
石
列
を
実
測
し
た
。
さ
ら
に
敷
石

列
の
底
か
ら
耳
環
一
個
を
得
て
石
室
内
の
作
業
は
修
了
し
た
。
羨
道
部
に
は
旧
校
舎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

が
う
た
れ
、
墳
丘
は
す
で
に
無
く
、
周
囲
も
運
動
場
整
地
な
ど
で
旧
墳
丘
は
範
囲
す
ら
っ
か
み
難
く
、
こ

の
段
階
で
調
査
を
終
え
た
。

iv 
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゜

゜

゜

い
，
＇
’
〗
[
し
少
な
く
と
も
六
世
紀
後
半
ご
ろ
こ
の
地
域
の
鉄
製
利
器
の
形
態
を
知
る
う
え
に
貴
重
な
資
料

＇
）
‘
[
夏
竺
な
お
、
木
質
の
付
着
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
鉄
片
な
ど
が
あ
る
が
、
今
後
時
間
を
か
け
て
調
査
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

[
{
〗
馬
具

[
、
し
り
か
い
」
の
交
わ
る
と
こ
ろ
に
付
け
る
飾
り
で
あ
る
雲
珠
と
止
金
お
よ
び
方
形
の
飾
り
五
個
で
あ

雲
費
げ

6

径
三
、
八

cm
、
飾
り
を
ふ
く
め
た
長
さ
は
九
、
四

cm
で
あ
る
。
四
方
の
脚
に
径
一

cm
の
凸
部

二
閲
0

つ
配
さ
れ
て
い
る
。
止
金
は
長
さ
は
五
、
五

cm

幅――

-cm

厚
さ

0
、
八

cm
で
あ
る
。
馬
具
の

は
一
一
七

cm
と
―
-
‘
―

-cm
の
短
形
が
一
＿
個
、
一
、
八

cm
の
方
形
の
も
の
が
一
云
＿
個
あ
り
、
中
央
部
に
高

国
ば
か
り
の
宝
珠
の
よ
う
な
凸
部
が
あ
る
。
た
ぶ
ん
腹
帯
か
し
り
が
い
の
飾
り
で
あ
ろ
う
。

あ
わ
り
に

ぃ□

万
塚
古
墳
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
従
来
万
塚
の
地
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
こ
こ
に
古
墳
が
群
集
を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で

麦
っ
た
。
は
か
ら
ず
も
今
回
の
調
査
で
た
だ
一
基
だ
け
で
は
あ
っ
た
が
、
古
墳
群
の
一
端
で
も
知
り
得
た

こ
’
-
』
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
の
古
墳
は
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
の
構
造
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
規
模
が
貧
弱
で
あ
る
こ
と
か

ビ
晨
'
-
崖
期
的
な
様
相
を
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

□

主
に
づ
＇
＞
て
は
残
念
な
が
ら
側
壁
の
大
部
分
を
破
壊
さ
れ
、
根
石
と
第
一
石
程
度
が
み
ら
れ
た
に
す

ぎ
[

/

5

口
し
か
し
床
面
の
保
存
状
態
は
良
く
、
副
葬
品
を
多
数
得
ら
れ
た
こ
と
は
本
古
墳
の
資
料
的
価
値

も
J-
＿
臼
め
て
い
る
。

0 lm 

~ 口寸戸 口
第 2図 平面図と出土位置

第 1図 本遺跡および周辺遺跡の所在を示す地形図

◎万塚古墳 ①東赤坂古墳

②油山古墳群 ③横岡山古墳

④舟岡山古墳 ⑤舟岡古墳

※地図は昭和 56年のものを使用

凪



0

羨
道
、
玄
室
と
も
に
長
さ
が
約
八
五

crn1-
―-
o
c
m
程
度
の
石
材
を
横
に
し
て
一
列
に

拉
べ
叉
あ
り
、
玄
室
の
一
部
の
石
間
は
粘
土
で
埋
め
て
あ
っ
た
。
奥
壁
は
側
壁
よ
り
小
さ
い
石
を
縦
に
一

列
こ
エ
〈
｀
口
乳
て
い
た
。

っ
三
，
9
]羨
叩
口
C
あ
る
が
、
南
側
壁
端
の
石
よ
り
西
へ
約
0
、
二

0
m
の
地
点
で
少
し
ば
か
り
低
く
な
っ

て
い
こ
こ
こ
は
韮
認
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
設
備
が
な
さ
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

床百―
0
調
査
状
況
は
仕
切
石
か
ら
奥
へ
五
O
c
m
、
北
側
壁
よ
り
三
O
c
m
の
位
置
で
床
面
上
か
ら
約
一
〇

国
の
層
位
か
ら
生
環
―
一
個
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
二
個
の
間
隔
は
約
二
O
c
m
で
南
北
に
並
ん
で
い
た
。
さ

ら
に
一
信
か
菌
側
の
金
環
の
位
置
よ
り
南
へ
約
七
O
c
m
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
一
個
の

金
夏
予
，
こ
こ
醒
決
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

な
応
豆
環
の
出
た
位
置
よ
り
東
へ
約
一
五

cm
離
れ
た
と
こ
ろ
で
小
玉
―
―
十
三
個
、
ガ
ラ
ス
玉
三
個
が

出
た
。
崖
雹
器
は
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
横
転
、
倒
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
割
れ
て
い
る
も
の
が
多
か

っ
え
。
町
口
＇
J
.

，．
―
,
I
-

日
前
日
に
ひ
き
続
い
て
羨
道
と
玄
室
の
二
班
に
分
か
れ
て
床
面
の
調
査
か
ら
始
め
た
。

須
言
翌
〔
JC

大
部
分
は
土
砂
に
強
く
包
ま
れ
て
お
り
取
り
上
げ
る
の
に
は
非
常
に
苦
労
を
し
た
。

太
号
か
頭
一
」
を
過
ぎ
る
こ
ろ
、
鉄
製
利
器
の
取
り
上
げ
ま
で
作
業
は
進
ん
だ
。
鉄
鎌
は
羨
門
南
側
壁
端

よ
り
勺
―

10
8

入
っ
た
と
こ
ろ
に
刃
を
内
側
に
し
て
先
を
羨
道
に
向
け
て
あ
っ
た
。
鉄
刀
は
玄
室
の
奥
壁

よ
い

□

＿
―

-
0
m
の
北
側
に
柄
頭
を
西
に
向
け
て
あ
っ
た
が
、
腐
触
が
ひ
ど
く
て
そ
れ
以
外
は
確
認
で

き
亨
71
、
口
」
。
鉄
刀
の
西
側
に
馬
具
の
一
部
、
東
側
に
鈍
―
＿
一
本
が
側
壁
に
く
つ
つ
く
よ
う
に
し
て
、
あ
た

り
を
二
↑
ー
」
集
め
て
い
た
。
い
ず
れ
の
鉄
器
も
床
面
よ
り
―

o
c
m
ば
か
り
の
層
に
あ
っ
た
。

閂
―
]
心
「
言
戸
岡
山
の
端
に
か
か
り
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
爪
は
石
室
ま
で
―

-
m
の
距
離
に
迫
っ
て
い
る
。

も
]

9

，
／
一
日
の
猶
予
が
欲
し
い
。
出
土
し
た
遺
物
は
佐
藤
教
育
次
長
の
手
に
よ
っ
て
一
点
ず
つ
ラ
ベ
ル
が
つ

け
ら
二
て

t
v
¥。
石
室
床
面
の
形
状
調
査
に
か
か
る
。
石
室
全
体
は
地
山
の
上
に
川
砂
を
約
一
、
五

m
の

厚
さ
三
攣
き
づ
め
て
あ
り
、
少
し
で
は
あ
る
が
中
央
部
が
低
く
し
て
あ
っ
た
。
羨
門
よ
り
玄
室
に
向
か
っ

て
に
で
ヵ
＇
↑
上
り
勾
配
が
と
っ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
が
排
水
を
考
え
た
も
の
か
、
地
形
的
な
も
の
で
あ
る
か

は
全
げ
の
地
形
の
観
察
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
不
明
で
あ
る
。
羨
道
の
中
央
に
は
直
径
約
―

o
c
m
の

石
fP
―
二
信
ほ
ぼ
同
じ
間
隔
で
配
さ
れ
て
お
り
、
祭
壇
に
使
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
室
に
は
仕
切

石
奇
＇
〗
し
（
〗
’
-
に
地
点
か
ら
直
径
三

1

四

c
mく
ら
い
の
礫
が
川
砂
の
上
に
置
か
れ
、
そ
の
上
に
粘
上
が
う
す

＜
悶
＇
〔
心
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
含
め
た
厚
さ
は
約
五

cm
で
あ
っ
た
。

千
一
上
＿
ふ
元
年
の
眼
り
か
ら
さ
め
た
こ
の
古
墳
も
日
の
光
を
浴
び
た
の
は
わ
ず
か
十
日
余
で
消
滅
の
憂
き
め

を
入
ご
。
自
怒
は
ひ
と
た
び
破
壊
す
れ
ば
そ
の
再
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
形
跡
も
な
く
消
え
去
る

墳
丘
．
戸
・
：
る
と
き
充
分
な
実
測
を
な
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
後
悔
の
念
と
、
古
代
人
の
生
活
の
一

こ
充
濶
感
と
の
錯
雑
し
た
気
持
ち
が
夕
映
え
の
情
景
と
相
ま
っ
て
い
っ
そ
う
高
ぶ
り
を
覚
え
ず

っ
た
の
で
あ
る
。

4
 四

、
遺
物

検
出
さ
れ
た
副
葬
品
は
、
金
環
一
＿
個
・
小
玉
二
十
八
個
。
ガ
ラ
ス
玉
四
個
・
鉄
刀
一
振
・
鉄
鎌
一
・
や

り
が
ん
な
―
―
-
•
馬
具
の
一
部
お
よ
び
須
恵
器
四
十
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
出
士
位
置
は
別
図
の
と
お
り

で
あ
り
、
そ
の
出
上
層
位
は
ほ
と
ん
ど
が
床
面
よ
り
約
―

o
c
m
あ
が
っ
た
あ
た
り
で
あ
っ
た
。

(
A
)
羨
道
（
①
＼
⑦
）

①
坪
（
器
中
に
木
炭
ガ
ラ
）
椀
、
古
向
坪
、
平
瓶
―
-
、
用
、
鉄
鎌
一
、
②
坪
、
③
坪
、
甜
、
④
椀
、
坪
、

高
坪
、
⑤
蓋
坪
、
は
そ
う
、
⑥
提
瓶
、
⑦
坪
―
-
、
均
、
長
頸
均
、
高
坪
三
。

(
B
)
玄
室
（
⑧
¥
辺
）

⑧
高
坪
、
提
瓶
、
⑨
金
環
、
⑩
金
環
、
⑪
金
環
、
⑫
小
玉
二
十
三
個
、
ガ
ラ
ス
玉
三
個
、
坪
、
⑬
均
、

⑭
椀
、
坪
、
脚
付
長
頸
坦
、
⑮
平
瓶
、
高
坪
、
⑯
蓋
坪
、
長
頸
坦
、
⑰
馬
具
、
⑱
坪
、
坦
（
器
中
に
小
玉

五
、
ガ
ラ
ス
玉
一
）
、
高
坪
、
や
り
が
ん
な
三
、
⑲
鉄
刀
、
⑳
鉄
片
、
⑭
鉄
片
、
⑮
坪
゜

1

金

環

銅
の
金
張
り
品
で
直
径
一
、
六

cm

厚
さ

0
、
=-cm
の
も
の
が
二
個
、
直
径
一
、
八

cm

厚
さ

0
、
五

cm
の
も
の
が
一
個
で
あ
る
。
二
個
を
も
っ
て
一
揃
い
と
す
る
と
一
個
忘
失
で
あ
る
が
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
金
環
、
小
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
と
後
述
の
鉄
刀
の
位
罹
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
埋
葬
法
は

玄
室
の
入
口
に
頭
位
を
西
に
し
て
納
置
し
た
も
の
と
判
断
を
く
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

2
小
王
。
ガ
ラ
ス
玉

小
玉
は
径
0
、
四

cm

厚
さ
〇
、
四

cm
、
ガ
ラ
ス
玉
は
径
〇
、
六

cm

厚
さ

0
、
八

cm
の
紫
色
で
い
ず

れ
も
中
央
は
少
し
扁
平
で
あ
る
。
中
央
部
に
直
径
0
、
一
五

cm
の
通
し
穴
が
あ
り
連
珠
し
た
も
の
で
あ
ろ

ぷ
ノ

3

鉄

刀

鍔
か
ら
―

-cm
の
と
こ
ろ
で
折
れ
て
い
る
た
め
全
長
は
不
詳
で
あ
る
。
刀
身
の
幅
は
残
存
部
で
三
、
八

cm
、
棟
の
厚
さ
0
、
六

cm
を
は
か
る
。
鍔
は
数
多
く
に
割
れ
て
い
る
の
で
、
縦
横
と
も
径
が
わ
か
ら
な
い

が
、
厚
さ
は

0
、
六

cm
で
別
図
の
よ
う
な
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
茎
は
長
さ
約
一
、
五
八

cm

幅―

-cm

厚
さ
0
、
八

cm
の
圭
頭
で
柄
頭
は
原
形
が
な
い
。
全
体
を
上
質
の
粘
土
で
包
ん
で
い
た
形
跡
が
う
か
が
え

る。

鉄

鎌

と
り
あ
げ
る
前
の
全
長
は
一
九
、
八

cm
で
先
端
部
は
折
れ
ま
が
っ
て
い
た
。
現
存
の
長
さ
七
‘
-
c
m

幅

三
、
四

cm

棟
の
厚
さ
0
、
四

cm
で
あ
る
。
目
釘
穴
が
あ
り
、
ほ
ぼ
直
角
に
短
柄
を
つ
け
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
鎌
が
実
用
品
か
ど
う
か
は
今
の
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
。

5

鈍

全
長
は
そ
れ
ぞ
れ
二

0
、
ニ

cm

―
二
、
九

cm

八
、
四

cm
、
幅
は
広
い
部
分
で
一

cm
を
は
か
り
、
し

だ
い
に
方
形
か
ら
円
形
に
変
わ
り
つ
つ
細
く
な
っ
て
い
る
。
厚
さ
は

0
、
六

S
O、-―
-cm
で
あ
り
剣
身
形

を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
も
鉄
鎌
と
同
じ
よ
う
に
実
用
品
か
祭
儀
の
士
木
建
築
道
具
か
は
早
計
は
許
さ
れ
な

廿"-



パ
塚
古
墳
の
位
置
i

一
三
叫
一
で
は
高
松
市
（
仏
生
山
町
―
―
―
＿
二

0
|四
四
番
地
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
香
川
町
大
字
浅

野
ど
0
賣
界
か
ら
わ
ず
か
十
数

m
北
に
寄
っ
た
所
に
あ
り
、
琴
電
バ
ス
赤
坂
線
の
実
相
寺
停
留
所
西
側
の

役
料
土
ご
ら
酉
二
立

0
0
mば
か
り
行
き
詰
め
た
所
に
位
置
す
る
。
北
に
高
松
藩
主
の
菩
提
所
で
あ
る
法

然
辛
ln

，
凡
り
雨
東
に
、
実
相
寺
山
（
海
抜
二

0
0
m)
が
あ
り
、
西
は
平
池
に
突
き
出
し
た
丘
陵
地
（
一

―
-
0
,〗
こ
で
お
る
。
（
地
図
中
◎
印
地
点
）
さ
ら
に
遠
く
を
眺
め
る
と
島
々
の
浮
か
ぶ
瀬
戸
内
海
を
一
望
に

お
さ
的
戸
ご
と
が
で
き
る
。
こ
の
景
勝
地
の
自
然
丘
を
利
用
し
て
古
墳
を
築
き
上
げ
た
古
代
人
の
姿
が
脳

鳳
ど
‘
口
す
め
こ
の
は
筆
者
ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
0
，
汀
万
一
帯
は
「
万
塚
」
と
い
う
地
名
が
示
す
よ
う
に
多
く
の
塚
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
士
地
の
古
老

の
詞
―
一
｝
亨
苫
作
中
に
よ
く
石
に
あ
た
り
、
そ
の
都
度
石
を
掘
り
出
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
0
口
菫
＇
尻
り
北
東
―
―

1
0
0
m
の
小
森
谷
池
の
松
林
に
は
約
六
2m
の
石
室
が
あ
っ
て
、
格
好
の
遊
び
場
所

で
応
〔
＇
こ
｝
）
と
も
語
っ
て
く
れ
た
。
な
お
南
ヘ
一

0
0
m
ば
か
り
離
れ
た
墓
地
に
は
組
合
石
棺
な
ど
に
使

[
：
亡
と
思
わ
れ
る
石
（
長
さ
一
、
三

0
m
幅
0
、
七
五

m
。
長
さ
0
、
八

m
幅
0
、
四

m

存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
石
材
は
そ
の
位
置
よ
り
南
東
へ
約
一

0
0
0
mば
か
り
へ
だ

石
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
周
囲
の
状
況
か
ら
み
て
綾
歌
郡
綾
南
町
滝
宮
や
同
郡
綾
歌
町

,I-

}
-
、
唸
じ
め
に

亨
翌
こ
長
存
は
い
ず
こ
も
間
題
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
小
さ
い
古
墳
も
ま
た
進
展
す
る
土
木
工
事
の

と
な
っ
亡
。
こ
の
古
墳
の
発
見
は
、
道
路
工
事
用
の
士
砂
採
取
を
し
て
い
た
と
き
、
畑
（
果
樹
園
II

怖
）
三
又
名
者
で
あ
っ
た
多
田
弥
一
が
須
恵
器
一
＿
個
を
見
つ
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
年
の
瀬
も
お

し
直
｛
ノ
↓
こ
店
和
四
十
四
年
十
二
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
発
見
者
は
た
だ
ち
に
香
川
県
教
育
委
員
会
、

香
ii[i”
誓
芦
委
員
会
お
よ
び
浅
野
警
察
駐
在
所
へ
届
け
出
た
。

鱈
こ
立
を
受
け
た
香
川
県
教
育
委
員
会
で
は
、
す
ぐ
に
筆
者
に
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
現
場
に

応
も
い
し
口
て
‘
菫
食
を
し
た
と
こ
ろ
こ
れ
が
古
墳
の
遺
構
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
香

J
町
叙
育
委
員
会
と
打
ち
合
わ
せ
た
結
果
香
川
町
教
育
委
員
会
が
発
掘
主
体
と
な
り
、
上
砂
採
集
の
進
捗

状
況
、
71

ら
｝
＇
口
て
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
十
。
十
一
日
に
緊
急
調
査
と
し
て
発
掘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
発

掘
担
ヒ
―
―
勺
香
川
町
教
育
長
―
一
川
一
美
、
同
教
育
委
員
会
主
事
佐
藤
武
仁
の
両
氏
と
筆
者
が
あ
た
り
、
発
見

者
を
言
し
の
と
す
る
地
元
の
方
々
や
香
川
第
一
中
学
校
社
会
科
ク
ラ
ブ
員
十
数
名
の
協
力
を
得
て
発
掘
を

し
だ

C

〖
香
川
県
文
化
財
保
護
協
会
「
文
化
財
協
会
報
特
別
号
1
0

」
よ
り
抜
粋
】

三
二
白
虞
発
掘
調
査
報
告

中
原
耕
男

岡
田
の
万
塚
と
同
じ
時
期
に
、
こ
の
地
域
に
も
群
集
墳
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
現
在
は
い
ず
れ
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
も
そ
の
地
名
を
と
っ
て
「
万

塚
古
墳
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

2
付
近
の
古
墳

香
川
町
内
に
あ
る
お
も
な
古
墳
は
地
図
中
の
①
S
⑤
に
示
す
と
お
り
、
山
頂
ま
た
は
山
麓
に
あ
る
も
の

が
多
い
。
①
は
「
ひ
ょ
う
げ
祭
」
で
有
名
な
高
塚
山
麓
に
あ
る
東
赤
坂
古
墳
で
、
横
穴
式
石
室
を
も
つ
円

墳
で
あ
る
。
②
は
新
讃
岐
百
景
の
ひ
と
つ
で
あ
る
立
満
池
の
北
に
あ
る
油
山
古
墳
群
で
五
基
ほ
ど
あ
っ
た

が
、
宅
地
造
成
に
よ
っ
て
士
砂
が
お
お
い
か
ぶ
さ
り
、
今
は
そ
の
お
も
か
げ
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
③
は

香
川
第
一
中
学
校
の
南
に
あ
る
横
岡
山
古
墳
で
、
香
川
郡
志
に
よ
る
と
「
玄
室
お
よ
び
羨
道
を
有
す
る
片

袖
形
石
榔
で
あ
り
、
昭
和
七
年
に
発
掘
さ
れ
た
。
出
士
品
は
頸
飾
玉
二
個
・
銅
環
―
二
個
・
石
斧
一
個
。
鉄

製
剣
一
振
・
須
恵
器
数
十
個
。
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
④
は
琴
電
バ
ス
塩
江
線
の
舟
岡
停
留
所
の
西
に
あ

る
舟
岡
山
上
に
あ
る
も
の
で
、
円
墳
か
前
方
後
円
墳
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
（
松
浦
正
一
氏
踏
査
）
未
発

掘
の
古
墳
で
あ
る
。
⑤
は
舟
岡
古
墳
で
国
道
一
九
三
号
線
沿
い
に
あ
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
形
跡
を
残
し
て

い
る
。
衆
知
の
剖
抜
石
棺
（
浅
野
小
学
校
保
存
）
が
出
上
し
た
古
墳
で
あ
る
。
（
松
浦
正
一
氏
報
告
）

こ
の
よ
う
に
香
川
町
北
部
を
と
り
ま
く
山
々
の
う
ち
、
実
相
寺
山
付
近
が
万
塚
と
い
う
地
名
が
あ
り
な

が
ら
、
い
ま
だ
に
古
墳
が
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
古
墳
の
発
見
は
町
内
一
連
の
古
墳
群

の
研
究
は
も
と
よ
り
高
松
市
南
部
の
古
代
史
の
探
求
に
重
要
な
資
料
を
提
供
し
得
る
も
の
に
な
る
で
あ
ろ

入
ノ

三
、
発
掘
の
経
過
と
概
要

墳
丘
は
存
在
し
た
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
現
地
に
臨
ん
だ
と
き
は
、
写
真
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
す
で

に
上
位
部
分
は
す
べ
て
削
り
取
ら
れ
て
、
石
榔
の
最
下
部
の
石
だ
け
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
古
墳
を
と
り
ま
く
形
や
外
部
施
設
の
観
察
や
記
録
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
元
の
人
の

話
で
は
古
墳
の
あ
っ
た
部
分
は
少
し
高
く
な
っ
て
お
り
、
大
き
い
石
が
と
き
お
り
出
た
と
い
う
。

二
川
教
育
長
の
く
わ
入
れ
式
後
、
た
だ
ち
に
石
室
の
全
容
を
み
き
わ
め
る
こ
と
か
ら
作
業
を
始
め
た
。

地
質
が
旧
期
扇
状
地
堆
積
物
の
砂
礫
交
り
粘
土
で
あ
る
だ
け
に
作
業
は
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
こ
の
墳
丘
の
築
造
に
動
員
さ
れ
た
多
く
の
古
代
農
民
の
労
苦
を
し
の
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

った。石
室
は
主
軸
を
ほ
ぼ
東
西
に
と
り
、
羨
道
の
長
さ
は
羨
道
部
よ
り
仕
切
石
の
中
央
部
ま
で
が
約
三
、

0

m
幅
一
‘
―

1
0
m
玄
室
の
長
さ
は
仕
切
石
を
含
め
て
奥
壁
ま
で
が
三
、
九
八

m
幅
は
片
袖
口
部
の

と
こ
ろ
で
一
、
八
―

-m
奥
壁
が
一
、
八

0
m
と
北
側
壁
部
へ

0
、
六
―

-m
ひ
ろ
が
っ
た
片
袖
形
石
櫛
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
羨
道
部
北
側
壁
と
玄
室
の
奥
壁
の
石
組
の
一
部
が
取
り
去
ら
れ
て
い
た
の
で
正

確
に
は
計
測
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
仕
切
石
の
長
さ
は
最
長
部
で
一
‘
―

1
0
m

幅
は
最
も
広
い
と

こ
ろ
で

0
、
三
三

m
で
あ
り
、
底
面
部
は
地
山
の
上
に
直
接
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
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横穴式石室
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